


こんなお悩みも

評価制度・組織づくり
で解決できます。

社員がもっとやる気になれば工
期が短縮できる…

何度言っても同じ
失敗・ミスを繰り返す…

今の社員にもっと
上昇志向を持ってほしい！

自分だけがずっとひとりで
頑張っている感覚がある…

人事評価制度における3つのステップ

ステップ1

全体設計を決めて、安心して働けるキャリアステップを明示する。
評価制度は単なる給与や賞与の査定ツールではありません。会社としての成長戦略とリンクするもの
です。そのため、5~10年後の会社の将来を見据えた全体像を設計する必要があります。そして成長
戦略に合わせた組織図の作成＝社員の皆様に見せるキャリアアッププランを明示します。このキャリ
アアッププランは採用でも大きな効果があります。

ステップ2

評価はなるべく定量的なものに。まずは社員のスキルの見える化から。
「上司によって評価が変わる…」「何をすれば給料が上がるか分からない・・・」
あいまいな評価では社員は何を頑張ればいいかが分からなくなり、さぼる・手を抜く・だらけるという方向に走ります。
明確な評価・どのレベルまでできれば給料が上がるかを明確にしましょう。
マナー、勤務態度など基本的なところから、専門的なスキルも見える化しましょう。

ステップ3

目標設定とフィードバック面談こそが人を育てる。
「言われたことをただこなす」「年始などに形だけ目標設定をして振り返りはしない」そういった体制だと社員
が育つ機会を奪っているのと同じです。まずは自分たちで目標を決めてもらい、それをフィードバックする時
間を設けることで自主的な成長を促すことができます。
「うちの社員には難しい・・・」そう考えているだけでは一生社員は今のままです。
まずは自分たちで考えさせる習慣を会社で作ってあげましょう。

新人 一般 主任 部長

作業員 オペレーター ドライバー 施工管理 など解体会社の社員が

解体業界で評価制度の導入で業績アップした事例多数！




